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家
庭
ご
み
の
7
5
％
は
焼
却
処
理

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
焼
却
に
よ
っ
て
も
発
生
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

廃
棄
物
は
法
律
で
、
産
業
廃
棄
物
と
、
そ

の
ほ
か
の
一
般
廃
棄
物
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
も
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発

生
す
る
「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」
と
、
日
常

生
活
か
ら
発
生
す
る
「
生
活
系
一
般
廃
棄
物
」

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

ご
み
な
ど
の
廃
棄
物
処
理
の
基
本
は
、
ま

ず
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
え
、
そ
れ
で
も
排
出

さ
れ
た
廃
棄
物
を
で
き
る
限
り
資
源
化
し
、

再
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
安
定

化
・
無
害
化
・
減
量
化
の
た
め
焼
却
処
理
や

破
砕
処
理
な
ど
を
行
い
、
そ
の
残
り
を
衛
生

的
に
最
終
処
分
し
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
廃
棄
物
処
理
で
は
、
焼
却

処
理
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
て
、
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
約
七
五
％
が
焼
却
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

毒
性
は
2
1
0
種
中
1
7
種

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
そ
の
構
造
の
違
い
に

よ
っ
て
、
大
き
く
二
種
類
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
発
生
す
る

過
程
で
、
い
く
つ
の
塩
素
が

結
合
す
る
か
に
よ
り
、
合
計

二
百
十
種
類
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
毒
性
が
あ

る
の
は
、
十
七
種
類
で
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て

代
表
的
な
事
件
は
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
で
の
枯
れ
葉
剤
の
使
用
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
現
在
で
も
そ
の
影
響
が
深
刻
で
す
。

遅
れ
た
日
本
の
対
応

　

有
機
塩
素
系
農
薬
の
不
純
物
と
し
て
知
ら

れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ご
み

焼
却
炉
の
灰
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

五
十
三
年
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
は
、
昭
和
五

十
八
年
秋
に
廃
棄
物
焼
却
施
設
か
ら
排
出
さ

れ
る
集
じ
ん
灰
の
中
か
ら
、
初
め
て
発
見
さ

れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

こ
の
た
め
厚
生
省
は
、
同
年
十
二
月
に

「
廃
棄
物
処
理
に
か
か
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等

専
門
家
会
議
」
を
設
置
し
、
平
成
二
年
十
二

月
に
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
防
止
等
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
を

基
に
各
市
町
村
へ
指
導
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
毒
性
評
価
の
研

究
が
進
め
ら
れ
、
平
成
八
年
六
月
に
は
当
面

の
排
出
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
八
年
十
一
月
に
測
定
し

た
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
排
出
濃
度
は
、

基
準
値
内
で
し
た
。
昨
年
も
測
定
を
し
て
お

り
、
年
度
内
に
結
果
が
出
る
予
定
で
す
。



3
0
0
0
0
で
激
し
く
生
成

し
か
し
不
明
な
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
主
に
発
生
す
る
の
は
、

物
質
の
燃
焼
過
程
で
す
。
当
初
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
原
因
物
質
と
さ
れ
た
の
は
、
ご
み
と

し
て
焼
却
処
理
す
る
と
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
（
特
に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
）
で
し
た
。

　

そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
わ
れ
、
現

在
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
だ
け
で
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
有
機
物
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
生
成
に

関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
も
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
廃
棄
物
の
焼
却
過
程
で
、
特
に
三

〇
〇
℃
付
近
で
最
も
激
し
く
生
成
し
、
逆
に

八
〇
〇
℃
を
超
え
る
と
分
解
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
焼
却
過
程
で
の
完

全
燃
焼
が
、
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

増
え
る
汚
染
地
域

　

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
は
、
高
い

順
に
、
①
工
業
地
帯
付
近
の
居
住
地
域
、
②

大
都
市
、
③
中
小
都
市
、
④
山
間
地
域
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
、
環
境
庁
が
全
国
の
主
要
河
川

十
三
ヵ
所
、
湖
沼
五
ヵ
所
、
港
湾
十
八
ヵ
所

を
選
び
、
水
底
の
泥
や
魚
に
含
ま
れ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
濃
度
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
水
底

の
泥
で
は
前
回
二
ヵ
所
か
ら
し
か
検
出
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
が
今
回
は
十
六
ヵ
所
、
魚
類

で
も
同
じ
く
二
ヵ
所
か
ら
二
十
五
ヵ
所
と
増

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
濃
度
は
別
と
し
て
、
汚
染
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
で
も
笙
の
川
（
敦
賀

市
）
で
分
析
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
水
底
・
魚
類
ど
ち
ら
か
ら

も
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

怖
い
食
物
か
ら
の
摂
取

　

人
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
主
に

摂
取
し
て
い
る
の
は
、
食
べ
物

で
す
。
食
物
連
鎖
を
通
し
て
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
は
濃
縮
・
蓄
積
さ

れ
、
食
物
連
鎖
の
上
位
に
い
る

生
物
（
人
）
に
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
主
に

脂
肪
、
特
に
褐
色
脂
肪
に
蓄
積

し
ま
す
。

　

現
段
階
で
も
日
本
全
国
の
ほ

と
ん
ど
の
母
親
の
母
乳
か
ら
、

微
量
で
す
が
検
出
さ
れ
る
と
も

い
わ
れ
、
子
供
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
が
ん
性
や
生
殖
異
常
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
枯
れ
葉
剤
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム

の
「
ベ
ト
ち
ゃ
ん
ド
ク
ち
ゃ
ん
」
が
そ
の
例

で
す
。

家
庭
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

燃
や
さ
な
い
で

　

昨
年
、
市
内
の
各
学
校
で
も
、
焼
却
炉
で

の
ご
み
の
焼
却
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
市
は
、
平
成
六
年
か
ら
八
年
に
家
庭

用
小
型
焼
却
炉
に
補
助
を
行
い
、
家
庭
で
の

焼
却
処
理
を
推
奨
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
は

行
つ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
家
庭
で
の
焼
却
を
で
き
る
だ
け

控
え
る
よ
う
、
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼

却
は
行
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
焼
却
を
行
う
上
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
発
生
抑
制
策
と
し
て
は
、

　

①
8
0
0
℃
以
上
で
完
全
燃
焼
さ
せ
る

　

②
大
き
な
原
因
物
質
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

　

ク
類
を
焼
却
し
な
い

　

③
焼
却
施
設
の
規
模
を
大
き
く
し
、
連
続

　

運
転
（
二
十
四
時
間
焼
却
）
す
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

当
市
の
場
合
、
①
に
つ
い
て
は
現
在
行
っ

て
い
ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
施
設
の
構
造
か

ら
早
急
に
は
無
理
で
あ
り
、
施
設
の
更
新

（
建
て
替
え
）
を
行
う
中
で
の
検
討
課
題
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

分
別
排
出
徹
底
に
ご
協
力
を

　

②
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

の
分
別
収
集
対
象
品
に
、
平
成
十
二
年
か
ら

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
も
加
え
ら
れ
ま
す
。
市

も
現
在
行
っ
て
い
る
分
別
収
集
の
見
直
し
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
十
二
年
以
降
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
新

た
な
ご
協
力
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
廃
棄
物
焼
却
施
設
か

ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
抑
制
は
継
続
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
後
と
も
調
査

研
究
を
怠
ら
ず
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活
環
境
課

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
2
）

食物連鎖で人体に蓄積するダイオキシン



大野をより良くするために

市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
と
ま
る

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
。
実
現
可
能
な
も
の
は
実
施
を
検
討

　

市
が
昨
年
九
月
に
募
集
し
た

「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
概

要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
　

「
大
野
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
前
回
を
大
幅

に
上
回
る
百
一
人
か
ら
百
八
十
七

件
で
し
た
。
健
康
・
福
祉
か
ら
観

光
・
交
通
ま
で
幅
広
い
内
容
で
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
十
五
歳
（
女

性
）
か
ら
九
十
一
歳
（
男
性
）
ま

で
、
幅
広
い
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。
十
歳
代
や
二
十
歳
代

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
三
十
歳

代
か
ら
七
十
歳
代
と
い
う
、
い
わ

ば
社
会
の
中
核
を
な
す
世
代
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

男
女
別
で
は
、
男
性
が
女
性
よ

り
十
六
人
多
く
、
五
十
四
人
で
し

た
。
市
外
か
ら
も
平
成
大
野
屋
支

店
主
を
は
じ
め
、
三
件
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
容
別
で
は
、
町
並
み
保
存
な

ど
都
市
計
画
に
関
す
る
も
の
が
最

も
多
く
三
十
六
件
。
次
い
で
観
光

物
産
、
生
活
環
境
関
連
が
そ
れ
ぞ

れ
二
十
九
件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

基
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
や
実
現

可
能
な
も
の
を
選
ん
で
、
実
施
に

向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

メッセージを寄せてくれた人の内訳

メッセージ内容の内訳

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
か
ら

い
く
つ
か
を
集
約
し
て
紹
介
し
ま
す

■
七
間
朝
市
の
活
性
化
を

　

七
間
朝
市
の
出
店
数
を
増
や
し
、
野
菜
や
山
菜
ば

か
り
で
な
く
市
の
い
ろ
い
ろ
な
特
産
品
を
展
示
・
販

売
し
て
、
朝
市
を
活
性
化
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

観
光
客
が
多
い
土
・
日
曜
日
に
閉
店
し
て
い
る
店
舗

が
目
立
つ
の
で
、
商
店
街
の
協
力
を
得
て
営
業
を
し

て
も
ら
い
、
に
ぎ
や
か
に
し
て
は
。

一
創
作
工
房
の
設
置
を

　

陶
芸
グ
ル
ー
プ
や
絵
画
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
文
化
団

体
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
市
街
地
の
既
存
の
建
物
で

よ
い
の
で
工
房
を
設
置
し
、
文
化
振
興
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
。
工
房
を
活
用
し
て
、
大
野
梅
屋
人
形
な

ど
伝
統
作
品
の
展
示
も
行
え
る
の
で
は
。

■
伝
統
的
な
郷
土
料
理
の
伝
承
・
普
及
を

　

全
国
で
も
珍
し
い
「
半
夏
生
サ
バ
」
や
信
仰
の
中

か
ら
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
「
報
恩
講
料
理
」
な
ど
、

伝
統
料
理
の
伝
承
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
い

つ
で
も
伝
統
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
料
理

の
館
」
の
建
設
や
、
イ
ベ
ン
ト
化
を
図
っ
て
は
。

■
「
託
老
所
」
の
設
置
を

　

日
中
一
人
に
な
る
老
人
や
、
多
少
の
介
助
の
み
必

要
と
す
る
老
人
の
た
め
に
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の

「
託
老
所
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
共
同
生
活
を

送
る
こ
と
で
、
よ
り
明
る
い
生
活
を
送
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
一
日
一
回
の
有
料
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

訪
問
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
作
っ
て
は
。

■
空
き
地
に
花
を
植
え
て
環
境
美
化
を

　

市
街
地
に
空
き
地
が
目
立
ち
、
暗
く
て
寂
し
い
感

じ
が
す
る
の
で
、
花
を
植
え
て
は
ど
う
か
。
私
有

地
・
民
有
地
を
問
わ
ず
、
各
地
区
民
と
行
政
が
協
力

し
合
っ
て
花
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
区
民
の

連
携
強
化
に
つ
な
が
り
、
観
光
客
に
も
明
る
い
イ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。



中部縦貫

目動車道

武
野
j
ち
概
要
決
定

　
　

今
秋
に
路
線
測
量
を
予
定

　

市
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

大
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
I
C
）

の
概
要
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど

国
・
県
と
の
間
で
ほ
ぼ
合
意
に
達

し
、
概
略
図
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

概
略
で
は
、
大
野
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
は
国
道
1
5
7
号
、
大
野

東
高
校
、
清
滝
川
な
ど
に
囲
ま
れ

た
農
地
に
建
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
面
積
は
、
本
線
や
料
金
所
、

管
理
棟
な
ど
の
用
地
を
含
め
、
約

三
・
五
言
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
形
状

は
、
北
陸
自
動
車
道
の
県
内
各
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
採
用
し
て
い

る
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
」
で
な
く
、

敷
地
面
積
が
少
な
く
す
み
、
隣
接

す
る
大
野
東
高
校
へ
の
騒
音
や
振

動
の
影
響
が
少
な
い
「
立
体
Y
型
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
1
5
8
号
と
勝
山

市
境
を
結
ぶ
計
画
中
の
東
縦
貫
線

（
約
四
・
九
ご
）
と
、
国
道
1
5

7
号
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
東

縦
貫
道
を
つ
な
ぐ
大
野
イ
ン
タ
ー

線
＝
ア
ク
セ
ス
道
（
約
五
百
□
）

と
の
大
ま
か
な
位
置
関
係
も
公
表

し
ま
し
た
。

　

東
縦
貫
線
と
大
野
イ
ン
タ
ー
線

は
、
市
の
都
市
計
画
審
議
会
を
経

て
三
月
下
旬
の
県
都
市
計
画
地
方

審
議
会
に
か
け
ら
れ
、
年
度
内
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
本
線
に

つ
い
て
は
、
整
備
区
間
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
勝
山
市
境
－
中
津
川

間
約
三
・
「
・
の
整
備
促
進
に
努

め
ま
す
。

　

本
年
度
内
に
、
建
設
省
の
地
元

説
明
会
が
行
わ
れ
、
今
秋
に
は
路

線
測
量
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
大
野
－
和
泉
村
間
の

ル
ー
ト
決
定
に
つ
い
て
も
国
・
県

に
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

快速が北大野駅la亭車

JR九頭竜線3月14日から

　

駐車場も拡張へ

　

J
R
九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
の

愛
称
）
の
快
速
が
ダ
イ
ヤ
改
正
に

よ
り
、
三
月
十
四
日
か
ら
北
大
野

駅
に
も
停
車
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

快
速
の
本
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
快
速
を
利
用
す
る
場
合
に
越

前
大
野
駅
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
市
の
北
西
部
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
い
っ
そ
う
便
利
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
北
大
野
駅
前
駐

車
場
の
拡
張
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
駐
車
台
数
は
こ
十
台

で
す
が
、
新
た
に
三
十
七
台
の
駐

車
場
を
駅
の
西
側
に
建
設
中
で
す
。

　

完
成
は
、
今
月
末
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　

お
得
な
助
成
制
度

　

市
で
は
、
九
頭
竜
線
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
に
回
数
券
や
団
体

で
利
用
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な

助
成
を
し
て
い
ま
す
。
申
請
し
た

そ
の
場
で
助
成
金
が
受
け
取
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
に
は
、
必
ず
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
1
5
人

　

以
上
の
団
体
利
用
の
乗
車
券

　

を
、
越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た

　

市
民
や
団
体
な
ど

申
請
方
法
［
回
数
券
利
用
］
購

　

入
し
た
回
数
券
の
表
紙
を
提
示

　

し
て
、
購
入
日
か
ら
1
年
以
内

　

に
［
団
体
利
用
］
越
前
大
野
駅

　

発
行
の
利
用
証
明
書
を
添
付
し

　

て
、
利
用
日
か
ら
1
年
以
内
に

申
請
時
間
午
前
9
時
～
午
後
4

　

時

助
成
額
【
回
数
券
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
入

　

費
の
2
割
【
団
体
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の
5
割

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

生
活
環
境
課
（
酋
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
6
4
）

存
続
の
た
め
定
期
・
切
符

の
購
入
は
越
前
大
野
駅
で

　

九
頭
竜
線
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
他
の
ロ
ー
カ
ル
線
に

比
べ
て
、
幾
分
好
調
に
営
業
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

乗
客
数
は
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

　

J
R
を
利
用
す
る
場
合
、
越
前

大
野
駅
で
九
頭
竜
線
以
外
の
切

符
、
例
え
ば
福
井
駅
以
遠
の
乗
車

券
や
特
急
券
、
Q
き
っ
ぷ
な
ど
の

割
引
切
符
を
購
入
し
て
も
、
す
べ

て
九
頭
竜
線
の
収
入
に
な
り
、
存

続
に
つ
な
が
り
ま
す
。
定
期
券
も

越
前
大
野
駅
で
購
入
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
切
符
が
、
未
来
の
九

頭
竜
線
に
つ
な
が
り
ま
す
。



こ
ん
な
人
は
お
忘
れ
な
く
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今
月
2
5
日
ま
で
に
申
請
を

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
臨
時
福
祉

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

支
給
の
基
準
日
は
平
成
十
年
二

月
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
は
次
の
三
種
類
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

一
万
円

　

基
準
日
に
次
の
年
金
ま
た
は
手

当
の
二
月
分
を
受
給
で
き
る
人
が

対
象
で
す
。

▼
老
齢
福
祉
年
金

▼
障
害
基
礎
年
金
な
ど

▼
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

▼
児
童
扶
養
手
当

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
特
別
障
害
者
手
当

▼
障
害
児
福
祉
手
当

▼
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

▼
原
爆
被
爆
者
諸
手
当

　

た
だ
し
基
準
日
に
、
社
会
福
祉

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
な
ど

は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

臨
時
介
護
福
祉
金

I
二
万
円

　

基
準
日
に
平
成
九
年
度
分
の
市

民
税
所
得
割
が
課
さ
れ
ず
に
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
対

象
で
す
。
た
だ
し
、
本
人
が
ほ
か

の
人
の
平
成
九
年
度
分
市
民
税
の

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

人
に
平
成
九
年
度
分
市
民
税
所
得

割
が
課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限

り
ま
す
。

①
平
成
九
年
八
月
一
日
以
前
か
ら

　

寝
た
き
り
ま
た
は
痴
ほ
う
症

　

で
、
介
護
が
必
要
な
六
十
五
歳

　

以
上
（
昭
和
八
年
二
月
一
日
以

　

前
生
ま
れ
）
の
人

②
二
月
分
の
特
別
障
害
者
手
当
、

　

障
害
児
福
祉
手
当
ま
た
は
福
祉

手
当
（
経
過
措
置
分
）
を
受
給

で
き
る
人

臨
時
特
別
給
付
金

一
万
円

　

基
準
日
に
六
十
五
歳
以
上
（
昭

和
八
年
二
月
一
日
以
前
生
ま
れ
）

で
、
平
成
九
年
度
分
の
市
民
税
が

課
さ
れ
な
か
っ
た
人
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
が
ほ
か
の
人
の

平
成
九
年
度
分
市
民
税
の
控
除
対

象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
と
な

つ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

人
に
平
成
九
年
度
分
市
民

税
が
課
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
限
り
ま
す
。

給
付
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す

　

給
付
金
の
支
給
は
、
申

請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
所
定
の
支
給

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
三
月
二
十
五

日
ま
で
に
市
役
所
福
祉
課

へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
役
所
福
祉
課
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7

1
ま
た
は
4
7
2
）
ま
で
。

4月1日から利用できます

　

老
朽
化
と
規
模
拡
大
の
た
め
、

昨
年
の
十
月
か
ら
移
転
・
新
築
工

事
が
行
わ
れ
て
い
た
春
日
集
会
所

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

新
し
い
春
日
集
会
所
は
、
春
日
保

育
所
の
西
側
、
南
部
児
童
セ
ン
タ

ー
の
南
隣
り
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
木
造
平
屋
建
て
瓦
ぶ
き
約
百

三
十
四
平
方
□
で
、
総
事
業
費
は
、

県
補
助
金
五
百
万
円
を
含
み
、
約

二
千
三
百
万
円
で
す
。

　

内
部
に
は
、
二
十
五
畳
の
和
室

を
は
じ
め
、
図
書
室
、
談
話
室
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
会
所
の
使
用
区
域
は
、

従
来
と
変
わ
り
無
く
、
日
吉
町

1
・
4
～
6
区
、
高
砂
町
1
．
3

～
5
区
、
春
日
一
丁
目
上
・
中
●

下
区
で
す
。

　

駐
車
場
整
備
な
ど
の
外
構
工
事

が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
使
用

開
始
は
四
月
一
日
の
予
定
で
す
。
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●工j．｀●IW第41回市民総合体育大会冬季大会

　

第
四
十
一
回
市
民
総
合
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
二

月
一
日
、
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
七
地
区
と
各
小
中
学
校
か

ら
五
百
八
上
六
人
が
参
加
。
回
転

や
大
回
転
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
、
距

離
と
リ
レ
ー
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
競
技
で
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
と
速

さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

各
部
ご
と
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
個
人
と
第
三
部

（
小
学
校
の
個
人
競
技
）
の
成
績

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
－
部
（
一
般
・
地
区
対
抗
）

　

？
総
合
2
富
田
2
上
庄
3
大
野

　

？
男
子
2
富
田
2
上
庄
3
大
野

　

？
女
子
2
上
庄
2
富
田
3
大
野

第
二
部
（
中
学
校
…
学
校
対
抗
）

　

？
総
合
2
尚
徳
2
上
庄
3
開
成

　

▼
男
子
2
尚
徳
2
上
庄
3
開
成

　

▼
女
子
①
尚
徳
2
陽
明
3
開
成

・
市
民
綱
引
大
会

　

職
場
や
町
内
の
仲
間
な
ど
で
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
3
月
1
5
日
2
午
前
8
時
1
5

　

分
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
男
子
の
部
、
女
子
の
部
、

　

男
女
混
合
の
部

チ
ー
ム
編
成
1
2
人
以
内
（
選
手

　

8
人
、
交
替
2
人
、
監
督
1
人
、

　

了
不
I
ジ
ャ
ー
1
人
）

参
加
資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
す
る
1
6
歳
以
上
の
人
（
高

　

校
生
を
除
く
）
、
綱
引
協
会
に

　

加
入
し
て
い
る
人
は
2
人
以
内

競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
料
I
チ
ー
ム
ー
0
0
0
円

　
　

（
受
け
付
け
時
に
納
入
）

申
込
期
限
3
月
5
日
2

申
込
方
法
所
定
の
申
込
書
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
綱
引
協
会
事
務
局
金
森

　

幸
治
さ
ん
（
中
野
町
I
－
1
－

　

1
5
豊
6
6
・
3
6
9
1
）

…
市
民
卓
球
大
会

日
時
3
月
2
9
日
2
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

部
門
第
一
部
高
校
生
・
一
般

　

シ
ン
グ
ル
ス
▼
第
二
部
第
一

　

部
以
外
の
高
校
生
・
一
般
シ
ン

　

ク
ル
ス
▼
第
三
部
中
学
生
シ

　

シ
グ
ル
ズ
▼
第
四
部
学
童
シ

　

ン
グ
ル
ス
▼
第
五
部
親
子
ダ

　

プ
ル
ス
▼
第
六
部
男
女
別
ダ

　

プ
ル
ス
（
中
学
生
、
高
校
生
、

　

一
般
）
▼
第
七
部
混
合
ダ
ブ

　

ル
ス
▼
第
八
部
ラ
ー
ジ
ボ
ー

　

ル
（
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス
）

参
加
資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

勤
務
す
る
小
学
生
以
上
の
人

服
装
オ
レ
ン
ジ
色
以
外

参
加
料
無
料

申
込
期
限
3
月
2
0
日
②

申
込
方
法
所
定
の
申
込
書
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
卓
球
協
会
芦
原
邦
弘
さ

　

ん
（
陽
明
中
学
校
内
容
6
5
・

　

1
1
2
1
）

施設ト

スポット

鴎老人福祉センター

　

清
滝
に
あ
る
大
野
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
に
住
む
老
人

の
福
祉
増
進
を
目
的
と
し
て
昭
和

五
十
四
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
て
。
一
階
に
は
ス
テ
ー
ジ
の

あ
る
六
十
畳
の
大
広
間
、
超
音
波

気
泡
装
置
が
付
い
た
体
を
し
ん
ま

で
温
め
る
こ
と
が
で
き
る
大
浴
場

（
男
・
女
）
、
機
能
回
復
訓
練
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
二
階
に

は
、
全
自
動
の
全
身
理
学

療
法
機
や
全
身
自
動
指
圧

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
を
備
え
た

保
健
室
と
娯
楽
室
が
三
部

屋
あ
り
、
娯
楽
室
で
は
、

囲
碁
・
大
正
琴
・
手
芸
な

ど
趣
味
の
活
動
が
盛
ん
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
茶
室
、

会
議
室
な
ど
も
設
け
ら
れ

て
い
て
、
保
養
・
研
修
・

会
議
・
憩
い
の
場
と
し
て

た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
た

め
の
各
種
講
座
や
交
通
安
全
教
室

な
ど
を
定
期
的
に
開
催
。
ま
た
、

月
に
一
回
は
障
害
者
に
施
設
を
開

放
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人

か
老
人
ク
ラ
ブ
に
属
し
て
い
れ
ば

利
用
で
き
ま
す
が
、
混
雑
を
避
け

る
た
め
、
事
業
計
画
に
基
づ
い
て

老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
利
用
日
を
決

め
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
の
利
用
は
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。

利
用
時
間
午
前
9
時
3
0
分
～
午

　

後
5
時

休
所
日
毎
週
土
・
日
曜
日
、
国

　

民
の
休
日
、
8
月
1
4
～
1
6
日
、

　

1
2
月
2
5
日
～
翌
年
1
月
5
日

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
市

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
容
6
6
・

　

2
3
3
5
）
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悩宍りニ

畏新原療に学ぶ

健
康
づ
く
り
は

生
活
習
慣
の
改
善
か
ら

　

昨
年
の
十
一
月
と
十
二
月
に
二
回
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
「
脳
の
健
康
」
と
「
が
ん
の
治
療
と
予
防
法
」
と
題
し

て
、
最
新
医
療
に
学
ぶ
健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
身
近
な
テ
ー
マ
と
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
、
参
加

者
か
ら
は
と
て
も
好
評
で
し
た
。
今
月
は
参
加
で
き
な
か

っ
た
人
の
た
め
に
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

脳
の
健
康

　

－
痴
ほ
う
予
防
に
は
I

　

脳
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

高
血
圧
や
脳
動
脈
硬
化
症
・
心
臓

病
・
糖
尿
病
の
人
は
、
治
療
を
十

分
に
受
け
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
し
た
り

悪
化
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

①
た
ば
こ
を
や
め
る

②
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
二
百

　

二
十
八
／
芦
以
下
に
保
つ

③
運
動
す
る

④
肥
満
を
解
消
す
る

⑤
脂
肪
の
多
い
食
品
を
控
え
る

　

そ
し
て
さ
ら
に
毎
日
の
生
活
を

工
夫
し
ま
し
よ
う
。

①
子
供
や
孫
と
話
を
す
る

②
一
日
五
千
歩
以
上
歩
く

③
お
し
ゃ
れ
を
す
る

④
日
記
を
付
け
る

⑤
仲
間
で
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

　

む

　

高
齢
者
の
生
活
が
張
り
合
い
と

触
れ
合
い
の
あ
る
暮
ら
し
に
な
る

よ
う
、
家
族
み
ん
な
で
工
夫
し
ま

ガ
ン
の
予
防
に
は

　

ガ
ン
の
原
因
に
は
、
た
ば
こ
三

十
五
％
、
食
べ
物
三
十
％
、
そ
の

ほ
か
に
は
ウ
ィ
ル
ス
や
ア
ル
コ
ー

ル
・
環
境
汚
染
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

国
に
よ
っ
て
か
か
り
や
す
い
ガ

ン
の
種
類
は
違
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
食
生
活
の
違
い
か
ら
起
こ
る
そ

う
で
す
。
禁
煙
や
食
事
に
注
意
す

る
こ
と
は
、
ガ
ン
予
防
で
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
、
具
体
的
な
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

①
百
人
に
一
人
が
ガ
ン
に
か
か
り
、

　

そ
の
う
ち
四
割
は
治
っ
て
い
る

　

が
六
割
は
死
亡
し
て
い
る

②
た
ば
こ
を
や
め
れ
ば
、
肺
が
ん

　

に
な
る
人
は
六
十
％
減
る

③
野
菜
や
大
豆
に
は
ガ
ン
化
を
抑

　

え
る
作
用
が
あ
る

④
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
で
乳
ガ
ン
や

　

大
腸
ガ
ン
が
増
え
て
い
る

⑤
し
こ
り
な
ど
で
自
分
で
見
付
け

　

ら
れ
る
唯
一
の
ガ
ン
は
乳
ガ
ン

　

で
あ
る
。
ま
た
、
乳
房
の
痛
み

　

を
訴
え
る
人
は
大
抵
は
乳
ガ
ン

　

で
は
な
い

⑥
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
胃
の
壁
が

　

傷
つ
き
や
す
く
な
る

⑦
肉
食
が
多
い
と
大
腸
ガ
ン
に
な

　

り
や
す
く
な
る
が
、
食
物
繊
維

　

を
多
く
摂
取
す
れ
ば
抑
え
る
こ

　

と
が
で
き
る

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

ちょつと気になる栄養の話

　

なべ物に欠かせないもみじおろしや家庭で

よく作られる二色なます。ニンジンとダイコ

ンの彩りのきれいな組み合わせです。「ビタ

ミンCたっぷり」という感じがしませんか。

　

ところが、ニンジンにはビタミンCを酸化

させ、効力を減らしてしまう酵素（アスコル

ビナーゼ）が含まれています。この酵素はす

りおろすなどしてニンジンの細胞が壊れると

働き始めます。そのためダイコンの中にたく

さんあるビタミンCも十分間で五分の一程に

激減してしまいます。

　

この酵素は、熱や酸を加えると働きが抑え

られます。食べる直前にニンジンとダイコン

をあえたり、酢やレモン汁をかけるなどの工

夫をしましょう。

皆さんの偉康づくりを後押しします・保健センター（酋65・7333



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活の相談

契約関係が約8割も

若者がターゲットに

　

昨
年
一
年
間
に
市
の
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
生
活

環
境
課
）
で
受
け
付
け
た
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、
五
十
九
件
。
こ
の
う
ち
約
八
十
％
が
訪
問
販
売
や
特

殊
販
売
な
ど
契
約
に
関
す
る
も
の
で
、
最
近
若
者
か
ら
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
月
は
事
例
を
通
し
て
、
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
を
お
話
し
し
ま
し
よ
う
。

二
十
代
は
要
注
意

　

契
約
に
関
す
る
相
談
で
は
、
訪

問
販
売
や
特
殊
販
売
な
ど
で
被
害

に
遭
っ
た
社
会
経
験
の
浅
い
若
者

　

（
こ
十
歳
の
誕
生
日
が
き
て
す
ぐ

の
人
）
か
ら
の
も
の
が
十
九
件
あ

り
、
前
年
の
こ
倍
以
上
で
十
こ
件

も
増
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
強

引
な
手
口
も
み
ら
れ
、
十
分
注
意

が
必
要
で
す
。

　

で
は
、
実
際
に
市
内
で
起
き
た

岡
を
昭
介
し
ま
し
よ
う
。

《
事
例
1
》

　

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法

　

あ
る
日
突
然
女
性
の
声
で
「
あ

な
た
は
超
ラ
ッ
キ
ー
。
高
級
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
」
と
電
話
で
県
外
の
営

業
所
へ
呼
び
出
さ
れ
「
ホ
テ
ル
が

格
安
で
泊
ま
れ
る
。
新
婚
旅
行
も

半
額
で
行
け
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設

も
使
え
る
」
と
説
明
さ
れ
、
百
十

万
円
の
会
員
権
契
約
を
し
た
。

　

し
か
し
よ
く
考
え
る
と
、
利
用

し
な
け
れ
ば
特
典
が
得
ら
れ
ず
、

地
元
に
利
用
で
き
る
施
設
は
無
い
。

旅
行
に
も
そ
ん
な
に
い
け
な
い
の

で
解
約
し
た
い
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

見
知
ら
ぬ
人
か
ら
の
電
話
で
の
呼

び
出
し
に
は
応
じ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
世
間
話
を
し
て
い
る

う
ち
に
楽
し
く
・
得
す
る
気
分
に

さ
せ
て
呼
び
だ
す
目
的
は
、
高
額

商
品
の
販
売
で
す
。
自
分
独
り
で

決
め
ず
に
家
族
に
相
談
し
ま
し
よ

’
つ
。

　
　

「
こ
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
独
り

で
決
め
ら
れ
る
」
と
契
約
を
迫
っ

た
り
「
親
に
は
内
緒
に
」
な
ど
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

《
事
例
2
》

　

資
格
商
法

　

職
場
に
「
旅
行
関
連
の
講
座
の

受
講
を
」
と
電
話
が
あ
り
「
合
格

す
れ
ば
五
万
円
毎
月
振
り
込
む
」

「
四
回
不
合
格
に
な
っ
た
ら
半
額

返
金
す
る
」
な
ど
と
い
わ
れ
返
事

を
し
て
し
ま
っ
た
が
自
分
の
仕
事

と
は
ま
る
っ
き
り
関
係
な
い
の
で

解
約
し
た
い
。

　

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
は
っ

き
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
相

手
は
勧
誘
の
プ
ロ
。
話
を
聞
き
始

め
る
と
契
約
す
る
ま
で
電
話
を
切

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
活
用
を

　

万
が
一
契
約
し
て
も
解
約
し
た

い
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
販
売
や
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
商
法
・
電
話
勧
誘
販
売
（
資
格

商
法
）
な
ら
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
8
日
以
内
、
マ
ル
チ
商
法

は
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
こ

十
日
以
内
な
ら
無
条
件
で
解
約
で

き
ま
す
。
違
約
金
な
ど
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既

に
支
払
っ
た
申
し
込
み
金
（
頭
金
）

も
返
金
さ
れ
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
す
ぐ
市
消
費
者

相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
出
す
前
に
表
裏
と
も
コ
ピ
ー
を
と
る
こ
と
。

＊
三
千
円
未
満
の
現
金
一
括
支
払
や
法
律
の
指
定
外
の
商
品
等
に
は
適

　

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
記
載
例
》
は
が
き
の
簡
易
書
留
の
場
合

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（‰紹）



」
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
土

今月のスナップ

チビッコゲレンデそり遊び

　　　

（市民グラウンド）

ぐるーぷ登場 ひかりの会

職
業
訓
練
で
障
害
児
の
自
立
促
進
を

　

ひ
か
り
の
会
で
は
、
障
害
を
持

つ
子
供
の
保
護
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
て
障
害
児
た
ち
の
社

会
参
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
上
一
月
、
念
願
だ
っ
た

障
害
児
（
者
）
が
職
業
訓
練
を
行

え
る
施
設
「
ひ
か
り
の
家
」
を
会

の
関
係
者
の
協
力
で
、
陽
明
中
学

校
の
前
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
建
物
は
、
プ
レ
ハ
ブ
造
り

の
二
階
建
て
。
一
階
は
事
務
所
と

ミ
シ
ン
設
備
な
ど
が
あ
る
作
業

場
、
二
階
に
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
部
屋
が

あ
り
ま
す
。

　

会
長
の
山
田
さ
ん
は
「
奥
越
に

は
、
障
害
者
が
働
き
た
く
て
も
働

け
る
場
所
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で

す
。
子
供
た
ち
が
社
会
に
出
た
と

き
、
ど
の
よ
う
な
職
に
適
し
て
い

る
の
か
を
こ
こ
で
見
付
け
て
、
仕

事
の
能
力
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

職
業
訓
練
は
ミ
シ
ン
学
習
や
ワ

ー
プ
ロ
学
習
な
ど
を
行
い
、
子
供

た
ち
が
市
外
に
あ
る
養
護
学
校
か

ら
帰
っ
て
き
た
午
後
三
時
過
ぎ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

会
で
は
施
設
を
運
営

す
る
た
め
、
保
護
者
と

子
供
た
ち
が
訓
練
を
兼

ね
て
作
っ
た
ぞ
う
き
ん

や
体
操
服
袋
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
「
自

分
た
ち
で
作
っ
た
製
品

が
買
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

子
供
た
ち
も
働
く
喜
び

を
感
じ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
山
田

さ
ん
は
縫
い
方
を
指
導

す
る
手
を
休
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
悩
み
は
運
営

が
苦
し
い
こ
と
で
す
。

「
タ
オ
ル
や
シ
ー
ツ
な

ど
、
ぞ
う
き
ん
の
生
地

に
な
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
協

力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
山
田
さ
ん
。

　

ま
た
、
協
力
し
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
ひ
か
り
の
家

　
　

（
陽
明
町
3
1
4
0
8
豊
6
5

　

・
3
2
8
8
）

フックトーク

たいt

「
五
節
供
の
楽
し
み
」

　

三
月
三
日
は
「
ひ
な
祭
り
」
。

桃
（
モ
モ
）
の
節
句
で
す
。
お
ひ

な
様
を
飾
り
、
桃
の
花
や
ひ
し
も

ち
を
供
え
て
白
酒
を
飲
む
と
い
う

光
景
が
、
ご
く
一
般
的
な
も
の
で

す
。
け
が
れ
を
は
ら
う
意
味
を
込

め
た
流
し
び
な
の
風
習
が
あ
る
地

域
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ひ
な
祭
り
は
、
も
と
も
と

は
三
月
三
日
に
中
国
で
「
み
そ
ぎ

「
は
ら
い
」
を
行
い
、
祝
宴
を
催

し
て
い
た
と
い
う
行
事
に
由
来
し

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、

よ
く
話
題

に
な
る
女

I
、
・
k
．
j
l
‘
‐
’
｝
j
ふ
″
’
。
‘
J
J

雛
と
男
雛

の
並
べ
方

は
い
か
が

で
す
か
。

　

本
書
で

は
こ
れ
ら

を
含
め
て

ひ
な
祭
り

の
由
来
や
意
味
な
ど
を
解
説
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
節
句

（
七
草
・
端
午
・
七
夕
・
重
陽
）

に
つ
い
て
も
同
様
に
解
説
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

－
ふ
ぷ
I
’
ふ
｀
J
J
I
I
I

　
　
　
　

j
j
i
l
・
！
≒
－
・
i
り
・
‘
’
一

　

著
者
の
冷
泉
為
人
氏
（
冷
泉
家

二
上
五
代
当
主
）
に
よ
る
冷
泉
家

に
伝
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
節
句
飾
り

の
写
真
も
あ
り
、
一
般
の
家
庭
と

は
I
味
も
ふ
た
味
も
違
う
飾
り
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

端
午
の
飾
り
で
は
、
二
体
の
大

将
人
形
を
中
心
に
、
掛
け
物
と
の

ぼ
り
が
並
べ
ら
れ
、
諸
芸
技
能
の

向
上
を
願
う
七
夕
で
は
、
野
菜
や

果
物
の
ほ
か
に
楽
器
、
糸
、
布
な

ど
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
節
句
の
料
理
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
を
読
む
こ
と
で
、
昔
か
ら

人
々
の
思
い
を
込
め
て
伝
承
さ
れ

て
き
た
節
句
を
、
新
た
な
気
持
ち

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　　

『五節供の楽しみ』

冷泉為人著淡交社
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大綱診

私屯，ベr＼こ，y

明
治
公
園
の
砂
場
に
手
洗
い
場
を

U

　

私
た
ち
家
族
は
、

一
昨
年
福
井
市
か
ら

引
っ
越
し
し
て
き
ま

し
た
。
当
時
は
、
友
達
も
い
な
く

て
ほ
と
ん
ど
毎
日
天
気
の
良
い
日

に
は
、
明
治
公
園
に
行
っ
て
子
供

を
遊
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
大
野
は

自
然
に
恵
ま
れ
子
供
に
と
っ
て
と

て
も
環
境
が
よ
い
と
実
感
し
て
い

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

し
か
し
明
治
公
園
に
つ
い
て
残

念
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

砂
場
近
く
に
手
洗
い
場
が
な
い
こ

と
で
す
。
す
ぐ
そ
ば
に
水
飲
み
場

は
あ
り
ま
す
が
、
飲
み
水
専
用
と

し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
手
洗

い
に
は
不
便
で
す
。

　

砂
遊
び
や
遊
具
で
遊
ん
だ
後
に

は
、
お
や
つ
を
食
べ
る
子
が
ほ
と

ん
ど
で
、
手
洗
い
は
不
可
欠
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
砂
場
近
く
に
手
洗
い
場

を
設
置
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
よ
’
つ
か
。

　
　
　

（
村
上
明
美
・
南
新
在
家
）

A

　

明
治
公
園
に
は
、

公
園
の
西
端
に
あ
る

公
衆
便
所
を
含
め
て

手
洗
い
場
が
三
ヵ
所
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

残
り
の
二
ヵ
所
は
、
芝
生
の
多

目
的
広
場
の
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
水

飲
み
場
を
兼
ね
て
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
手
洗
い
場
の
設
置
間

隔
が
四
十
～
百
い
以
内
と
い
う
公

園
施
設
の
設
置
基
準
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

砂
場
周
辺
か
ら
八
十
‐
程
の
場

所
に
は
公
衆
便
所
が
設
け
て
あ
る

た
め
、
こ
の
基
準
に
従
っ
て
手
洗

い
場
を
砂
場
近
く
に
特
別
に
は
設

け
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
砂

場
や
遊
具
な
ど
で
遊
ん
だ
場
合
、

不
便
と
思
わ
れ
ま
す
。
早
速
、
市

の
担
当
課
と
も
協
議
検
討
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
砂
場
の
す
ぐ
そ
ば

の
休
憩
所
に
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
水
飲
み
場
の
蛇
口
を
、
手
洗
い

の
も
の
と
兼
用
で
き
る
も
の
に
取

り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

雪
が
解
け
て
公
園
で
遊
べ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
間
に
合
わ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
公
共
施
設
管
理
公
社
事
務
局
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

ふ
る
さ
と
出
身
者
の
望
四
″
で
ま
ち
の
活
性
化
を

芒
心
木
亜
男
さ
ん
（
丘
ト
六
歳
新
庄
）

　

荒
木
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
大
野

へ
音
を
送
る
会
」
の
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

　

昨
年
七
月
、
音
楽
一
家
で
合
唱

が
大
好
き
な
荒
木
さ
ん
の
呼
び
か

け
で
郷
土
出
身
の
プ
ロ
の
音
楽
家

や
プ
ロ
を
目
指
し
て
活
躍
し
て
い

る
人
た
ち
の
演
奏
や
翌
日
’
を
み
ん

な
に
聴
い
て
も
ら
い
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
会
は
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
企
画
の
第
一
弾
と
し
て
、

東
京
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
指
揮

者
の
膏
藤
一
郎
さ
ん
を
招
き
、
二

月
十
四
日
に
ア
ポ
ロ
室
内
合
奏
団

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

　

荒
木
さ
ん
は
「
自
分
も
含
め
て

会
員
は
企
画
に
関
し
て
は
素
人
ば

か
り
で
、
み
ん
な
心
配
だ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
一
月
上
旬
で
前
売
り

券
は
全
て
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
当
日
も
会
場
は
満
杯
で

皆
喜
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
く
思
い

ま
す
」
と
そ
の
成
功
に
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
ま
す
。

　
　

「
音
楽
演
奏
家
だ
け
で
な
く
指

揮
者
や
作
曲
家
な
ど
、
郷
土
出
身

で
音
に
関
し
て
活
躍
し
て
い
る
人

た
ち
を
発
掘
し
、
こ
れ
を
聴
い
た

人
た
ち
の
郷
土
に
対
す
る
意
識
が

少
し
で
も
変
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
企
画
だ
け
で
な
く
、
ほ

か
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
も
市
内

の
演
奏
会
場
が
い
つ
で
も
満
席
に

な
れ
ば
」
と
荒
木
さ
ん
は
希
望
に

夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

お
知
ら
せ

●
テ
ニ
ス
教
室

日
時
4
月
6
日
⑥
～
2
5
日
①
の

　

毎
週
月
・
木
・
土
曜
日
午
後
7

　

時
～
9
時
（
計
9
回
）

場
所
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
一
般
（
初
心
・
初
級
者
）

参
加
料
2
0
0
0
円
（
傷
害
保

　

険
料
ほ
か
、
当
日
持
参
）

準
備
物
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ

　

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
着

申
し
込
み
方
法
電
話
か
フ
ァ
ク

　

ス
で
申
し
込
み
先
へ
（
月
～
金

　

曜
日
の
午
前
8
時
～
午
後
5
時
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
テ
ニ
ス
協
会
酒
井
惧
二

　

さ
ん
（
酒
井
商
事
春
日
給
油
所

　

内
豊
6
6
・
3
2
1
2
フ
ァ
ク

　

ス
6
5
・
6
1
5
3
）

●
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
3
月
8
日
⑥
・
1
5
日
計

　

3
5
歳
未
満
の
部
＝
午
前
1
0
時
～

　

1
2
時
▼
3
5
歳
以
上
の
部
＝
午
後

　

1
時
～
3
時

場
所
有
終
会
館

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
電
話
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
西

　

川
エ
ツ
子
さ
ん
（
中
野
3
0
－
7

　

－
1
4
豊
6
5
・
5
1
1
8
）



活動や体験談で和やかに

南越地区と大野の青年が交流

　

南越地区五町村の青年たちと大野青年連絡

会のメンバーとの交流会が1月31日、有終会

館で開かれました。南越地区からは19～28

歳の男女27人が参加。青年連絡会が参画する

「歩つ歩の会」製作の映画を見た後、連絡会

の北川会長から同会の活動内容や体験から得

た話しなどを聞いたりしました。また各テー

ブルごとに意見交換を行い、それぞれが青年

活動に対して持つ悩みや思いを通して交流を

深めました。

指定ごみ袋導入の是非検討

廃棄物減量等推進審が初会合

　

廃棄物減量等推進審議会の初会合が1月26

日、市役所で開かれました。審議会では、市

内の関係団体の代表や公募された主婦など15

人が委員として委嘱され、市区長連合会の玉

木郁夫副会長が会長に選出されました。次に

市の担当課が、昨年4月から始まったごみの

分別収集の成果や指定ごみ袋を使用している

モデル地区のアンケート結果を報告。委員か

らはプライバシー問題などの意見が出されま

した。審議会では今後検討を重ね、秋までに

提言をまとめる予定です。

雪を生かして商店街活性化

冬の風物詩七聞かまくら朝市

　

冬の風物詩としてすっかり定着した七間か

まくら朝市が2月1日、七間通りで開かれま

した。冬期間は雪のため、朝市は行われてい

ませんが、この日は特別に出店。通りにはか

まくらや雪灯ろうが立ち並び、かまくらの中

から農家のおばさんたちが越冬用の野菜など

を販売しました。路地にはカブやネギ、かき

もちなどが地べたに広げられ、観光客らは朝

市のおばさんたちと会話を楽しみながら冬の

楽しいひとときを過ごしていました。

話遇回也場秘書広報課広報広聴係豊66・1111



拍遇回底場
卒業生の皆さん気を付けて

東高校で悪徳商法教室開催

　

卒業を目前に控えた高校生を対象に2月5

日、悪徳商法教室が大野東高校で行われまし

た。教室には同校の3年生約180人が参加。

市の担当職員から、資格取得商法やアポイン

トメント商法など悪徳商法について、劇を交

えた市内の実例の話やビデオでその対処方法

について学びました。若者だけに限らず、悪

徳商法にはみな注意しましょう。もし引っ掛

かったと思ったら、すぐに市の消費者相談セ

ンターや奥越農業改良普及センターにある県

生活科学センター奥越相談室に相談してくだ

さい。

給食週間に世界の献立など
小中学校で子供たちが舌鼓

　

1月19～24日は給食週間。市内の各小中学

校では、児童や生徒たちに食事について学ん

だり考えたりしてもらおうと、様々な工夫を

凝らした給食が行われました。ナイフとフォ

ークを使っての洋食や自分で栄養価を計算す

る選択給食、のっぺい汁の郷土料理など学校

ごとに日を決めて実施。上庄小学校では1週

間、日替わりで世界の給食を行い、初日の19

日には韓国の料理を児童たちがおいしそうに

味わっていました。

みんなで守れ郷土の宝
文化財の防火訓練と査察

　

文化財防火デーの1月26日、柳廼社境内に

ある郷土歴史館で文化財防火訓練が行われま

した。同館は明治22年に建てられ昭和43年ま

で裁判所として使用されていたものを、現在

地に移築したもので、館内には貴重な資料が

展示されています。訓練は漏電による出火を

想定。地元住民や文化財保護委員、同館職員

など約30人が参加しました。また、これに先

立ち1月22日には、市教育委員会が地区消防

本部や北陸電力の協力で市指定文化財を保管

する寺などの防火査察を行いました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

3月

●
軽
自
動
車
の
登
録
・
変
更

　
　
　

3
月
中
に
済
ま
せ
て

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現

在
の
所
有
（
使
用
）
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
農
耕
車
の
廃
車
や
名

義
変
更
は
、
3
月
中
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
軽
自
動
車
・
1
2
5
∝
を
超
え

　

る
バ
イ
ク

　

手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
県
軽
自

動
車
協
会
と
県
二
輪
車
協
会
で
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
車
両
を
買
っ

た
販
売
店
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
1
2
5
∝
以
下
の
バ
イ
ク
・
小

　

型
特
殊
自
動
車
・
農
耕
車

　

廃
車
の
場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
役
所

税
務
課
収
税
係
へ
。

　

名
義
変
更
の
場
合
は
、
譲
渡
証

明
書
（
用
紙
は
収
税
係
）
と
自
賠

責
保
険
証
明
書
、
印
鑑
が
必
要
。

◆
転
入
・
転
出
に
伴
う
変
更

　

所
有
（
使
用
）
者
が
市
内
に
転

入
し
た
り
、
市
外
へ
転
出
し
た
り

し
た
場
合
は
名
義
変
更
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
税
務
課

収
税
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
2
2
）

●
登
記
と
法
律
の
相
談

　
　

無
料
で
応
じ
ま
す

　

4
月
1
日
は
「
表
示
登
記
の
日
」

で
す
。

　

福
井
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と

福
井
県
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料

の
登
記
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

日
時
4
月
1
日
⑥
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時

場
所
有
終
会
館

相
談
内
容
土
地
や
建
物
の
表
示
、

　

分
筆
測
量
、
売
買
、
相
続
な
ど

　

の
登
記
、
商
業
法
人
の
登
記

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
土
地
家

　

屋
調
査
士
会
（
a
0
7
7
6
・

　

3
3
・
2
7
7
0
）

●
「
千
人
の
喝
采
・
農
」

　
　

出
版
記
念
講
演
会

　

奥
越
農
業
振
興
協
議
会
や
お
く

え
つ
農
業
・
農
村
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
な
ど
で
は
「
お
く
え
つ

農
業
・
農
村
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
記

録
誌
「
千
人
の
喝
采
・
農
」
の
発

刊
を
記
念
し
て
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日
時
3
月
6
日
②
午
後
3
時
～

場
所
大
野
市
農
協
会
館
エ
ク
セ

　

レ
ン
ト
ホ
ー
ル

演
題
「
農
は
万
年
、
亀
の
ご
と

　

し
」

講
師
農
耕
文
化
研
究
振
興
会

　

渡
辺
忠
世
代
表

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
農
業
改
良

　

普
及
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
1
2

　

8
0
）

●
消
費
生
活
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

学
習
会

　

大
野
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
で
は
、
消
費
生
活
と
環
境

問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
3
月
2
5
日
⑥
午
後
1
時
3
0

　

分
～

場
所
有
終
会
館

演
題
「
地
球
に
や
さ
し
い
ラ
イ

　

フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
」

講
師
環
境
市
民
杉
本
育
生
事

　

務
局
長

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活
環

　

境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
4
）

●
阪
神
・
淡
路
大
震
災

　

被
災
者
の
皆
さ
ん
へ

　

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
義
援
金

募
集
委
員
会
で
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
被
災
し
た
人
に
対
し
て

義
援
金
の
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

平
成
H
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害

　

義
援
金
募
集
委
員
会
事
務
局

　
　

（
〒
6
5
0
－
0
0
1
1
神
戸

　

市
中
央
区
下
山
手
通
5
－
6
－

　

2
2
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支

　

部
内
豊
0
7
8
・
3
6
2
・
4

　

5
6
0
フ
ァ
ク
ス
0
7
8
・
3

　

6
2
・
4
9
3
9
）

●
「
M
－
〉
〈
」

　

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　

大
野
青
年
連
絡
会
で
は
、
「
M

I
X
」
の
第
2
回
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
外
か
ら
6
バ
ン
ド
が
参
加
。

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ロ
ッ
ク

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
「
M
I
X
」
を
運
営
す
る

ス
タ
ッ
フ
も
同
時
に
募
集
し
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
作
っ
て
み
た
い
人
、
大
歓

迎
で
す
。

日
時
3
月
1
4
日
①
午
後
4
時
～

場
所
市
文
化
会
館

入
場
料
5
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
青
少

　

年
女
性
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
4
2
）

交通
安令

聶
び

高
齢
者
の
交
通
安
全

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
（
一
月

末
現
在
）
県
内
で
六
人
が
交
通

事
故
で
死
亡
し
、
そ
の
う
ち
の

四
人
は
六
十
五
才
以
上
の
高
齢

者
で
す
。
特
徴
は
、
歩
行
中
の

事
故
の
大
半
が
横
断
中
に
起
き

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
に
急
い
で
い
る
と
き

で
も
、
道
路
を
横
切
ら
ず
必
ず

近
く
の
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
横
断
歩
道
を
渡

る
と
き
は
青
信
号
で
も
油
断
は

禁
物
。
横
断
中
に
急
速
に
接
近

し
て
く
る
車
も
あ
り
、
必
ず
左

右
の
安
全
を
確
か
め
ま
し
よ
う
。

　

車
と
車
の
間
や
降
り
た
バ
ス

の
直
前
・
直
後
の
横
断
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
夜
間

や
雨
の
日
な
ど
は
運
転
者
か
ら

発
見
さ
れ
に
く
く
、
自
分
自
身

も
車
の
速
度
や
遠
近
が
分
か
り

に
く
く
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
外
出
す
る
場
合
は
明

る
い
色
の
服
装
や
夜
光
反
射
剤

を
必
ず
身
に
着
け
、
運
転
者
か

ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
’
つ
。

　

事
故
は
決
し
て
他
人
ご
と
で

は
な
く
「
も
し
か
し
た
ら
明
日

は
わ
が
身
の
こ
と
」
と
し
っ
か

り
理
解
し
、
た
と
え
相
手
に
不

注
意
や
過
失
が
あ
っ
て
も
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
う
積
極
的
な
防
衛
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。



…INFORMATION

…
春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

　
　
　
　

3
月
2
0
日
～
2
6
日

　

毎
年
、
春
に
は
火
人
れ
や
た
き

火
な
ど
が
原
因
で
、
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

春
は
風
が
吹
き
や
す
く
、
空
気

も
乾
燥
す
る
時
期
で
す
。
火
人
れ

や
た
き
火
を
行
う
と
き
は
、
十
分

注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
山
菜
採
り
な
ど
で
人
山

す
る
場
合
、
た
ば
こ
は
火
を
消
し

て
、
吸
い
が
ら
は
投
げ
捨
て
ず
必

ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

　

置
か
な
い

2
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　

て
は
し
な
い

3
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ
の

　

場
を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し

　

な
い

5
子
供
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

　

遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ

　

コ
足
配
線
は
し
な
い

…
福
井
震
災
の

　

体
験
談
な
ど
を
募
集

　

平
成
1
0
年
6
月
2
8
日
は
福
井
震

災
5
0
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

福
井
県
で
は
、
福
井
震
災
の
教

訓
を
掘
り
起
こ
し
て
後
世
に
伝
承

す
る
た
め
、
福
井
震
災
の
体
験
集

を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
体
験
談
や

教
訓
な
ど
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

募
集
内
容
福
井
震
災
の
被
害
状

　

況
、
災
害
復
旧
の
苦
労
、
福
井

　

震
災
の
教
訓
に
つ
い
て
な
ど

原
稿
枚
数
原
稿
用
紙
1
枚
（
4

　

0
0
字
以
内
）

提
出
期
限
4
月
3
0
日
2

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
福
井
県

　

県
民
生
活
部
消
防
防
災
課
防
災

　

計
画
グ
ル
ー
プ
（
〒
9
1
0
－

　

8
5
8
0
福
井
市
大
手
3
－
1
7

　

－
I
豊
0
7
7
6
・
2
1
・
I

　

1
1
1
内
線
（
N
I
t
－
h
O
－
O
O
）

…
フ
ラ
ワ
ー

　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時
3
月
1
2
日
2
・
1
9
日
2
・

　

2
6
日
2
午
後
7
時
3
0
分
～
（
計

　

3
回
、
1
回
だ
け
の
受
講
も
可

　

能
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料
1
回
3
5
0
0
円

準
備
物
生
け
花
用
は
さ
み
、
作

　

品
持
ち
帰
り
用
袋

定
員
各
回
先
着
1
5
人

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

…
ご
存
じ
で
す
か

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
人
の

生
命
や
身
体
を
害
す
る
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
大
の
遺
族
や
身
体
に
重
い
障

害
が
残
っ
た
大
に
対
し
、
国
が
給

付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
に
は
、

被
害
を
知
っ
た
日
か
ら
2
年
以
内

に
県
の
公
安
委
員
会
に
申
請
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
の
ほ
か
に
財

団
法
人
犯
罪
被
害
救
援
基
金
（
容

0
3
・
3
5
9
5
・
2
0
0
7
）
の

奨
学
金
制
度
や
障
害
見
舞
金
制
度

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
警
察
署
警
務
課
（
豊
6
6
・
3

　

9
0
0
）
ま
た
は
県
警
察
本
部

　

厚
生
課
（
a
0
7
7
6
・
2
2
・

　

2
8
8
0
）

・
小
・
中
・
高
校
生

　

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

　

贈
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
国
際

交
流
「
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト

　

ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ

　

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ

　

リ
ス
の
6
力
国
（
H
事
業
）

対
象
小
学
5
年
生
～
高
校
3
年
生

申
し
込
み
締
め
切
り
特
別
補
助

　

事
業
＝
5
月
1
9
日
収
▼
そ
の
他

　

の
事
業
＝
6
月
9
日
囚

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
助

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
1

　

6
0
－
0
0
0
4
東
京
都
新
宿

　

区
四
谷
2
1
H
大
村
ビ
ル
3
階

　

豊
0
3
・
3
3
5
9
・
8
4
2
1

　

フ
ァ
ク
ス
0
3
・
3
3
5
4
・
2

　

2
0
7
）

…
国
民
年
金
の
保
険
料

　

4
月
か
ら
引
き
上
げ
に

　

4
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

額
が
5
0
0
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

月
額
1
万
3
3
0
0
円
（
付
加
は

4
0
0
円
増
し
）
に
な
り
ま
す
。

　

総
務
庁
の
発
表
で
は
、
昨
年
9

月
1
5
日
現
在
の
わ
が
国
の
6
5
歳
以

上
の
人
口
は
、
総
人
口
の
1
5
・

6
％
を
占
め
て
、
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
年
金
を
受
け
る
人

が
増
え
続
け
る
中
で
、
年
金
制
度

を
安
定
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
改
定
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
改
定
後
の
保
険
料
〉

月
額
（
定
額
）
1
万
3
3
0
0
円

　
　
　

（
付
加
）
1
万
3
7
0
0
円

　

全
期
前
納

　
　

（
定
額
）
1
5
万
5
7
5
0
円

　
　

（
付
加
）
1
6
万
〇
4
3
0
円

半
年
前
納

　
　

（
定
額
）
7
万
8
9
2
0
円

　
　

（
付
加
）
8
万
1
2
9
0
円

　

前
納
の
場
合
、
全
期
・
半
年
と

も
、
年
5
・
5
％
の
利
率
で
割
り

引
か
れ
大
変
お
得
で
す
。

前
納
の
納
付
期
限
4
月
3
0
日
2

　
　

（
半
年
前
納
の
m
一
月
～
3
月
分

　

ま
で
は
1
0
月
3
0
日
毎
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
・
4
5
6
）

募集します

　　　

消費生活モ：ター

　

市では、消費者の意見を行政に反映させるた

め、省エネルギー・ごみ減量・商品の販売契約

など消費生活に関するいろいろな問題について

の情報を提供していただけるモニターを募集し

ます。

募集人員9人

　　

大野・下庄・富田地区各2人ずつ

　　

小山・上庄・阪谷地区各1人ずつ

募集期間3月5日2～16日2

申し込み・問い合わせ先

　

市役所生活環境課市民生活係

　　　　

（豊66・1111内線465）
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思
い
出
の
ひ
な
人
形

　
　
　

小
倉
ち
ゑ
子
さ
ん
（
弥
生
町
）

　

弥
生
町
の
小
倉
さ
ん
（
六
十
八
歳
）
の
宝

は
、
家
に
伝
わ
る
ひ
な
人
形
で
す
。

　

人
形
の
数
は
約
六
十
体
。
す
べ
て
粘
土
で

作
ら
れ
て
い
て
、
土
が
乾
い
た
後
に
素
焼
き

し
て
絵
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は

大
野
で
作
ら
れ
た
梅
屋
人
形
も
十
体
ほ
ど
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

小
倉
さ
ん
は
、
打
波
出
身
。
打
波
地
区
で

は
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま
で
旧
暦
の
四
月
三

日
に
は
、
ど
の
家
庭
で
も
ひ
な
人
形
を
飾
り
、

い
っ
て
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
豆
や
ひ
し
も
ち
を

供
え
、
子
供
の
健
康
や
家
内
安
全
を
願
い
ま

し
た
。

　

小
倉
さ
ん
は
「
普
通
は
ひ
な
祭
り
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
い
り
さ
ま
ご
に
ん
ば
、
ひ
な
壇
に
飾
ら
れ
た
お
内
裏
様
や
五
人

囃
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
家
で
飾
っ
て
い

た
物
は
大
黒
様
や
武
者
人
形
ま
た
、
動
物
を

か
た
ど
っ
た
物
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。
い

ず
れ
も
明
治
初
期
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け

て
県
内
の
武
生
や
京
都
な
ど
各
地
で
購
入
し

た
も
の
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
」
と
台
に
飾
ら

れ
た
人
形
を
一
つ
一
つ
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
「
友
達
と
一
緒
に
集
落
の
各
家
庭
を

一
軒
一
軒
お
ひ
な
様
を
見
に
行
く
ん
で
す
。

決
ま
っ
て
お
菓
子
が
も
ら
え
て
、
お
ひ
な
様

よ
り
そ
ち
ら
の
方
が
楽
し
み
で
し
た
。
女
の

子
や
子
供
の
い
な
い
家
で
も
ひ
な
人
形
が
二

十
体
程
は
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
当
時
は

ひ
な
壇
な
ど
な
く
、
も
ち
つ
き
の
う
す
に
そ

ば
を
打
つ
と
き
の
板
を
載
せ
、
白
い
布
や
新

聞
紙
な
ど
を
敷
い
て
そ
の
上
に
飾
っ
て
い
ま

し
た
。
一
日
に
飾
り
、
四
日
に
は
早
く
し
ま

わ
な
い
と
嫁
に
い
け
な
い
と
い
っ
て
す
ぐ
し

ま
い
ま
し
た
。
人
形
は
毎
晩
倒
し
て
夜
は
寝

か
せ
て
お
く
ん
で
す
よ
」
と
子
供
時
代
を
懐

か
し
み
ま

す
。

　

最
後
に

「
打
波
の

人
は
、
離

村
す
る
と

き
に
皆
ほ

と
ん
ど
処

分
し
た
ん

じ
や
な
い

で
し
ょ
う

か
」
と
小

倉
さ
ん
は

少
し
寂
し

げ
な
顔
で

し
た
。

市民のうごき

2月1日現在 前月比

世帯数 11，569世帯 O世帯

人口 41，089人 △4人

内訳
男 19．678人 △13人

女 21．411人 9人

1月中の異動
転入 49人 出生 28人

転出 48人 死亡 33人

市内の交通事故状況（9ヵ、69）

件数内訳
平成10年

1月末

平成9年

1月末
比較

総件数 44件 77件 △33件

人

身
事

故

件数 16件 16件 O件

死者 O人 O人 O人

傷者 21人 27人 △6人

物損事故 28件 61件 △33件

表
紙
の
こ
と
ば

　

I
二
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
各

学
校
で
は
、
卒
業
記
念
品
作
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
有
終
西

小
学
校
で
は
、
六
年
生
が
先
生

と
話
し
合
つ
て
、
「
職
員
室
」
や

「
保
健
室
」
な
ど
の
校
内
案
内

板
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新
入
生
に
も
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
色
や
絵
を
入
れ
る
な
ど
、

自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

前
号
の
情
報
公
開
の
ペ
ー
ジ

で
、
図
表
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
図
の
中
程
の
「
決
定
涌

知
」
か
ら
下
の
矢
印
が
進
む
先
に

「
公
開
」
と
あ
る
の
は
「
非
公
開
」

の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
申
し
上
げ
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。
ほ
か
に
誤
字

も
あ
り
、
深
く
反
省
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
摘
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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去
る
二
月
八
日
、
私

た
ち
の
町
内
で
町
法
事

が
あ
っ
た
。
長
い
間
の

慣
習
に
沿
っ
て
、
戦
時

中
を
除
い
て
ず
っ
と
続

け
ら
れ
て
き
た
町
内
の

メ
イ
ン
行
事
で
も
あ
る
▼
朝
九
時
、
区
民
が
宿

坊
に
集
ま
り
、
お
神
酒
●
米
。
す
る
め
・
塩
な

ど
を
供
え
、
火
伏
せ
の
祈
と
う
が
行
わ
れ
た
▼

大
野
市
史
に
は
、
明
治
二
十
一
年
四
月
八
日
、

横
町
の
ふ
ろ
屋
か
ら
出
火
。
火
勢
す
ご
く
千
十

且
戸
が
全
焼
、
死
者
三
人
、
重
軽
傷
者
七
十
九

人
を
出
し
「
悲
惨
な
光
景
に
目
も
当
て
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
ま
た
、
同
三
十
二

年
の
大
火
で
は
、
全
焼
七
百
四
十
一
戸
、
行
方

不
明
者
一
人
、
負
傷
者
十
九
人
を
出
す
惨
事
と

な
り
、
天
皇
陛
下
か
ら
千
円
（
現
在
の
卸
物
価

に
換
算
し
て
約
五
百
六
十
万
円
）
の
御
下
賜
が

あ
っ
た
▼
度
重
な
る
大
火
を
恐
れ
て
町
で
は
、

防
火
植
林
・
道
幅
の
拡
充
・
瓦
屋
根
の
奨
励
な

ど
行
政
の
対
策
に
加
え
、
町
民
も
自
主
防
火
に

立
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
火
伏
せ
の
祈
り

で
あ
り
「
火
事
は
隣
近
所
の
連
帯
責
任
」
と
と

ら
え
て
、
火
の
用
心
を
誓
い
合
う
町
内
行
事
と

な
っ
た
▼
祈
と
う
に
続
い
て
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
町
内
犠
牲
者
の
霊
に
合
掌
し
た
の
ち
、
法

話
を
聴
く
。
極
楽
往
生
を
軸
に
し
た
以
前
の
話

し
に
比
べ
、
最
近
は
日
常
生
活
の
機
微
や
社
会

事
象
に
ふ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
も
あ
り
聞
き
や
す
く

な
っ
た
▼
伝
統
を
守
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
町
法

事
も
簡
素
に
な
っ
た
り
、
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
地
区
も
あ
る
が
、
古
里
の
味
と
香
り
豊
か
な

町
法
事
に
は
、
何
か
捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
る

よ
う
だ
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
行
事
が
終
わ
る
と
、

春
の
足
音
が
近
づ
い
て
く
る
。
（
H
）
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